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Abstract : The pu中oseof this study was to investigate the relationships among self-esteem， norm behavior， 
and parent-child relationships of junior high school students. We hypothesized that parents' self-esteem and 
norm behavior， the place of living， the lives with their parents， and the birth order had impact on children's self-
esteem and norm behavior. The data were collected from 112 parent-child pairs. The resu1ts rejected our 
hypothesis， but showed that the relationships between parents and children had significant impact on children's 
self-esteem and norm behavior. 
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抽出された。第 1因子 (12項目 寄与率 16.06%)は，
「情緒的支持・依存」因子 (α 二 0.89) と命名した。第
2因子 (8項目，寄与率 10.57%)は過干渉・統制j









因子分析を行った結果 8項目と 3項目からなる 2つ
の因子(累積寄与率34.26%)が抽出された。第 l因子






抽出された。第 1因子 (8項目，寄与率 11.85%)は，
「過干渉」因子 (α=0.84) と命名した。第2因子(5 
項目，寄与率8.70%)は自立促進」因子 (α=0.81) 
と命名した。第3因子(5項目，寄与率6.72%)は依
存」因子 (α 二 0.74) と命名した。第4困子 (6項目，
寄与率6.38%)は 「適応援助」因子 (α=0.68) と命
名した。第 5因子 (3項目，寄与率6.32%)は分離
不安」因子 (α=0.75) と命名した。第6因子 (4項目，



















































































































































































































l群:男子， 2群:女子， nふ:not significant， 
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自己否定 1 50 -0.082 0.862 -0.833 n.s. 
2 62 0.066 0.990 
相対的規範 1 50 -0.006 0.886 -0.069 n.s. 
2 61 0.005 0.899 
絶対的規範 1 50 -0.115 1.132 -1.230 n.s. 
2 61 0.094 0β28 
過干渉 1 50 0.185 0.868 1.945 t 
2 58 -0.160 0.962 
自立促進 1 50 -0.199 0.912 -2.129 * 
2 58 0.172 0.893 
依存 1 50 0.080 0β34 0.855 n.s. 
2 58 -0.069 1.086 
適応援助 1 50 0.056 0.867 0.620 n.s. 
2 58 -0.048 0.882 
分離不安 1 50 0.096 0.905 1.042 n.s. 
2 58 -0.083 0.873 
後:悔 1 50 -0.025 0.920 -0.271 n.s. 
2 58 0.022 0.894 
生活把握 1 50 0.001 0.844 
258 -0.001 0.805 
1群:第1子， 2群:それ以外，








































= 4.48， p < 0.01)で有意に寄与していた。具体的には，
保護者の「後悔」因子(-0.22， p < 0.05)・「生活把握J





















R2二 0.23(F = 9.27， p < 0.001)で有意に寄与してい
た。具体的には，中学生の「サービス過剰」因子(-0.32， 
p < 0.01)，保護者の「自立促進」因子 (0.27，p < 






















R2二 0.12(F = 6.37， p < 0.01)で有意に寄与してい
た。具体的には.中学生の「情緒的支持・依存j 因子
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(中学生) 情緒的支持 過干渉 サービス
(保護者) 依存 統制 過 粛l 自律・放任
自己否定 -0.097 -0.032 -0.039 0.038 
相対的規範 0.068 -0.008 0.009 -0.158 
絶対的規範 0.131 0.048 0.043 0.134 
過干渉 -0.171 t 0.323** -0.074 -0.067 
自立促進 -0.109 -0.132 -0.029 -0.023 
依 存 -0.014 0.059 0.039 0.051 I 
適応援助 0.216* -0.006 0.241 * -0.012 
分離不安 0.126 -0.179 t 0.139 0.036 
後 '悔 -0.233* ー0.046 0.039 0.011 
生活把握 0.265** -0.036 0.017 0.072 
す pく0.1， *: p < 0.05， **: pく0.01
中学生の親子関係の「情緒的支持・依存」因子は，保
護者の親役割の「適応援助J因子(正 p < 0.05)・「後
悔」因子(負， p < 0.05)・「生活把握」因子(正.P< 
0.01)と有意な相関関係があった。さらに，中学生の親
子関係の「過干渉・統制」因子は保護者の親役割の「過
干渉」因子(正， P < 0.01)と，中学生の親子関係の
「サービス過剰」因子は保護者の親役割の「適応援助」因
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